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　2025 年６月 11 日に改正日本学術会議法が、多くの抗議の声を無視して成
立しました。改正によって同会議が政府機関から特殊法人に組織改編される
ので、独立性が増すはずなのに、同会議の梶田隆章前会長は「日本の学術の
終わりの始まり」とコメントしました。というのも、今回の改正により、政
府は同会議の業務を監査する監事や評価委員を会員以外から任命できるよう
になり、会員の選考にも総理大臣が任命した有識者２名を関与させることで
介入でき、実質的に政府の統制下におくことができるようになるからです。
　そもそも同会議は、先の戦争に科学者が協力したことを反省して、戦争を
目的とする科学の研究には、今後絶対従わないという決意（1950 年声明）の
もとに、1949 年に発足した組織です。法人化により予算を削減することがで
きると言っても、年間予算はわずか 10 億円、同様の英国の組織の年間予算は
148 億円、米国のそれは 472 億円という。
　顧みれば、政府は 2020 年に当時の菅首相が６人の会員の任命を拒否し、
その理由をいまだに説明していない。国立大学が特殊法人化され、その研究
力が低下しました。そして、今回の日本学術会議です。
　反ナチ運動のマルティン・ニーメラー牧師の詩〝ナチスが共産主義者を連
れ去ったとき、私は声をあげなかった。私は共産主義者ではなかったから。
彼らが社会民主主義者を牢獄に入れたとき、私は声をあげなかった。社会民
主主義者ではなかったから。彼らが労働組合会員を連れ去ったとき、私は声
をあげなかった。労働組合員ではなかったから。彼らが私を連れ去ったとき、
私のために声を上げる者は誰一人残っていなかった。” が現実になってきてい
ます。法律は成立してしまいましたが、学問の自由を守るために監視は続け
ないといけないし、声を上げ続けなくてはいけない。
　本誌は、公的援助も製薬業界からの寄付も受けず、独立性を保っています。
だからこそ、科学的根拠を軽視するような医薬品の承認手続きの改悪に見ら
れる医薬品行政をはじめ様々な「改革」が進められていく中で、科学的不正
を厳しく批判することができています。しかしながら医学・薬学界の「常識」
と異なる見解が少なくないため、異端視され、排除の対象にされてしまうお
それはあります。独立性を保つ本誌の存在意義は大きいと自負し、今後も科
学的根拠に基づく情報を発信し続けることを改めて決意します。
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